
海上空港のある花と史跡、のまち 昭和60年 3月 1日 NQI022

市政だより
人口の動き

く前月比〉
人口(男) 33. 174 + 5 

(女) 35.966 + 10 
(計) 69.140 + 15 

世帯叡 20. 640 + 9 
2月T日現在

第T回大村市スポーツ少年団ポートボール大会(% 市民体育館)

宅〈見宿出〉包ク包() [t p 
外は冷疋い風ガ吹いているけど体育館の中は熱気いっぱい

友だちゃ家族の声援を受けて コートいっぱい走り回ります

小学4年生ガら6年生までの女の子 24チームガ参加しました

〈成績は、①鬼橋、②桜馬場二丁目、 ③植松二丁目¥若竹でしだ〉

毎月1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮間③ 4111 編集/広報公聴課 印副所/九 州 凸版 刷
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大
村
市
が
誕
生
し
て

りむおお

市
政
功
労
者
竹
人
を
表
彰

昭
和
口
年
2
月
日

日
に
市
制
を
施
行
し

て
、
今
年
で
必
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

2
月
9
日
、
市
役

所
で
市
制
施
行
必
周

年
記
念
式
典
を
行
い

市
政
発
展
に
功
労
が

あ
っ
た
H
人
の
皆
さ

ん
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
次
の

通
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

藤

本

三

郎

植
松
三
丁
目

市
議
会
議
員
と
し
て
、
昭
和
泊
年

以
来
、

6
期
初
年
以
上
に
わ
た
り

市
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

上

野

類

作

宮
小
路
二
丁
目

山

川

守

原
口
町

中

山

前

枝

原
口
町

七
山
ス
ミ
工

一
ノ
郷

交
通
指
導
員
と
し
て
、
日
年
に
わ

た
り
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。

田
川

書

皆
同
郷

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
ロ
年
に

わ
た
り
市
民
生
活
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

川山川 "
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J後列左より :七山、 中山、 山川、 田中、福嶋の各氏 1 
表彰を受けられた皆さん|1前列左よ り:田川、寿々木、上野、藤本、高瀬、樋口の各氏/

再ハ-
佑

J
υ
J
 

ンエチ々
/ンイ

t道車動白
同崎長柵大ス百び伸へ紀世

樋

口

由

雄

木
場
一
丁
目

消
防
団
員
と
し
て
、
犯
年
に
わ
た

り
郷
土
の
防
災
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。
田

中

賓

須
田
ノ
木
町

福

嶋

治

男

杭
出
津
三
丁
目

消
防
団
員
と
し
て
、
担
年
に
わ
た

り
郷
土
の
防
災
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。

高

瀬

富

夫

岩
松
郷

社
団
法
人
長
崎
県
建
設
業
協
会
長

な
ら
び
に
大
村
支
部
長
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
地
域
産
業
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

寿
々
木
松
子

原
口
町

富
の
原
小
学
校
の
教
育
環
境
充
実

の
た
め
、
名
嶺
の
浄
財
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

(々

で暮tjしωヴ

情報ミ

引
越
し
を

さ
れ
る

皆
さ
ん
ヘ

⑥
電
話
の
移
転
手
続
き
は
早
自
に

3
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
の
転
勤

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
電
話
の
移
転

も佳不
中
し
ま
す
。

電
話
の
移
転
手
続
き
は
、
引
越
し

が
決
ま
っ
た
ら
、
工
事
希
望
日
の
1

週
間
位
前
ま
で
に
、
電
話
局
の
窓
口

に
ご
連
絡
下
さ
い
。大

村
電
報
電
話
局

宮
③
0

0
0
0

A
W
転
宅
先
で
は
、

す
ぐ
電
気
ガ
使
え
ま
す

転
宅
さ
れ
る
時
は
、
で
き
る
だ
け

転
宅
日
の
4
1
5
日
前
(
月
i
金
曜

日
)
ま
で
に
、
九
電
大
村
営
業
所
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
宅
先
で
は
、
リ
ミ
ッ
タ

i
の
つ
ま
み
を

「
入
」
の
字
が
で
る

よ
う
に
倒
す
と
電
気
が
使
え
ま
す
。

電
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
に
「
電
気
使

用
申
込
書
」
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

九
州
電
力
大
村
営
業
所

包
②
2
1
7
1

4 

大村へ誘致しましょう県工業試験場を※みんなの力で
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(付加保険料?，140円)

国
民
年
金
制
度
は
、
年
を
と
っ
た

り
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害
者
に
な

っ
た
り
、

二
家
の
働
き
手
が
亡
く
な

っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
支
給
し
て
、

(3) 

住
ま
い
の
老
巧
化
や
家
族
が
増

え
た
り
し
た
の
で
増
築
や
改
築
を

し
た
い
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
・:
誰
に
頼
ん
だ
ら
い
い
の
か
・

お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
人
の
た
め
に
住
ま
い
の

相
談
所
と
し
て
、
長
崎
県
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
(
増
改
築
)
セ
ン
タ
ー

市
民
住
宅
無
料
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
し
た

むおお市政だより

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
年
金
に
支
払
わ
れ
る

費
用
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料

と
国
の
負
担

(
3
分
の
l
)、
そ
れ
に

積
立
金
の
運
用
利
息
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
料
が
最

も
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

年
金
は
、
世
代
と
世
代
と
の
助
け

合
い
の
制
度
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
で

支
え
ら
れ
て
い
て
、
将
来
、
年
金
を

受
け
取
る
と
き
は
、
そ
の
時
代
の
給

与
水
準
に
み
あ
っ
た
年
金
額
を
保
障

大
村
地
域
市
民
住
宅
無
料
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
日

毎
週
木
曜
日
、
午
前
叩

時
1
千
後
5
時

場
所

大
村
建
設
技
術
専
門
学
院

内
(
公
園
前
バ
ス
停
横
、

宮
③

8
3
8
5
)
 

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
、
日
曜

・

祭
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
日
時

1
午
後
4
時
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。

し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

画
忘
れ
ず
納
め
よ
う
保
険
料

今
月
は
、

1
・
2

・
3
月
分
の
保

険
料
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
日
年
度
分
保
険
料
の

納
期
限
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険

料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
障
害
年
金

・

母
子
年
金
ば
か
り
か
、
老
齢
年
金
も

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
会
主
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね

は
、
保
険
年
金
課
年
会
血
係
へ
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

長
崎
へ
の
通
勤
・
通
学
は

鉄
道
・
パ
ス
・
電
車
で

長
崎
市
周
辺
の
幹
線
道
路
で
は
、

交
通
渋
滞
が
毎
日
の
よ
う
に
続
い
て

い
ま
す
。

長
崎
市
ヘ
マ
イ
カ
ー
で
通
勤

・
通

学
し
て
い
る
人
に
鉄
道

・
パ
ス

・
電

車
な
ど
の
利
用
を
す
す
め
る
「
マ
イ

カ
ー
自
粛
運
動
」
が
、
長
崎
都
市
圏

交
通
問
題
協
議
会
(
長
崎

・
諌
早

・

大
村
な
ど

3
市
山
町
お
よ
び
県

・
県

警
=
察
本
部
で
構
成
)
の
提
唱
で
、
昭

農
業
者
年
金
を
受
給
中
の
皆
さ
ん
へ

現
況
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
受
け

る
た
め
に
、
年
1
回
、
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
届
け
で
す

0

1
用
紙
は
送
付
し
て
い
ま
す

1

現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
に
は
、

2
月
中
に
基
金
か
ら

用
紙
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
に
は

「経
営
移
譲
年
金
受
給
権

者
現
況
届
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
自
留
地
を
保
有
し

て
第
三
者
に
経
営
移
譲
し
た
人
に

は
「
農
地
等
経
営
状
況
届
」
も
送

1

3
月
初
日
ま
で

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
に

は
「
農
業
者
老
齢
年
金
受
給
権
者

現
況
届
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す

0

1
市
長
の
証
明
お
よ
び
農
業
委
員

会
長
の
確
認
が
必
要
で
す

1

。
経
営
移
譲
年
金
の
現
況
届
は
、
受

給
し
て
い
る
人
の
生
存
お
よ
び
農

和
弘
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
交
通
混
雑
の
緩
和

と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
な
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

通
勤

・
通
学
に
マ
イ
カ
ー
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
パ
ス

・
電
車

・
鉄

道
な
ど
を
利
用
し
て、

朝
夕
の
交
通

混
雑
の
緩
和
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一

ご協力 ください)(工事中ご迷惑をおかけしますが、

地
な
ど
に
つ
い
て
耕
作
ま
た
は
、

養
畜
の
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
こ

と
の
確
認

。
老
齢
年
会
血
の
現
況
届
は
、
受
給
し

て
い
る
人
の
生
存
の
確
認

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
人
が
現
況
届
に
所
定
の
事
項
を

記
入
し
、
印
鑑
を
押
し
て
か
ら
市
長

お
よ
び
農
業
委
員
会
長
(
経
営
移

譲
年
会
血
の
現
況
届
の
み
)
の
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
証
明
お
よ
び
確
認
の
日
付
け

は、

3
月
1
日
以
降
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

※
現
況
届
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ
た
り

す
る
と
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

道しるべ伸びる文化の※下水道
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三ヲ

り

風
凶

闘
刈
「

むおお

香

111川

組 を一一云大会(?{;
収容所周辺)

小学4年生から一般まで¥約 2500人ガ参加。日頃

の健闘を競い合いましだ。(成績は6ページのコミ

入国者

FP4 7 F白

若さガ主役、青年の和(% コミュ二ティセンタ一)

市内の青年団、8団約200人が参加して青年団文化祭

が開かれ、各団対抗の歌合戦や演劇のほか作自展な

どを行い、団体で福重青年団ガ(憂勝しましだ。

「
デ
フ
・

パ
へ
ツ
卜
シ
ア
タ
ー
・
ひ
と
み
」
大
村
公
演

(毎週火・金曜日、午前10時~午後5時)

. 
e、。手。亭占争-5'"古ζ\5G、.s"\.s <;'\e"\念品。G\ごラ宇古手-5 G\念F古G\5"、.s"\5""、9"\.s"、CTG\.sG\~\.s "、。ε、。亭-5"\5-<;;'、5 "\0ζ\.s "\3苧申

3
月
刊
μ
日
働

午
後

6
時
初
分

j
8
時
初
分

市
民
会
館

前
売
券

大
人
H
1
5
0
0円、

子
供
H
1
0
0
0
円

間
合
わ
せ
先

ろ
う
学
校
(
包
②
2
4
4
4
、
奥
村
先
生
)

後
援

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
、
大
村
市
教
育
委
員
会

合③4070※子育て電話相談室

歌
と
踊
り
の
宝
庫
沖
縄
と
日
本
の
伝
統
人
形
芝
居
の

豊
か
な
表
現
を
結
ん
で
、
奇
想
天
外
な
面
白
さ
と
、

幻

想
と
感
動
の
織
り
な
す
大
型
人
形
劇
/
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労
が
見
込
ま
起
る
人

※
子
帳
は
1
級
か
ら
4
級
ま
で
で
、

ω歳
未
満
の
人

予
定
人
員
市
人
(県
内
)

申
込
期
限

3
月
初
日
附

訓
練
の
実
施
期
間

4
月
下
旬
1
6

月、

9
月
i
ロ
月
の
予
定

申
込
・
間
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

櫨
維
の

自
動
車
操
作
訓
練
を

実
施
し
ま
す

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
社
会

活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
'自
動
車
の

操
作
訓
練
を
行
い
ま
す
。

対

象

身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
肢
体
・
聴
覚
お
よ
び

内
部
障
害
者
で
、
現
在
、
就
労
中

の
人
ま
た
は
免
許
取
得
に
よ
り
就

お
じ
い
ち
ゃ
ん
講
座
こ
参
加
し
ま
せ
ん
か

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
-
区
7
1ア
fλ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

い

ろ

ん
な
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

むおお市政だより(5) 

申
込
・
間
合
わ
せ
先

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(宮
③

1
3

5
2
)
 

(
J
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甲

日だまりで春の風を肌に感じだり¥木立ち

の中で森林浴一一実に気持ちがいいですね。

でも、やっぱり野外で食べものを楽しむのが

ピクニック。ご近所もさそって大勢で出かけ

れば、もっと楽しくなりますよ。

|持ちもの|審はピクニックの季節
敷物一一ビニール-シートなどは¥地面の湿気を

防いでゆっくりくつろげる場所となります。

ぬれタオル一一水の不便な所では、手をふくのに

重宝します。ビ二 ルに包んでいきましょう。

雨具一一どんなに天気ガ良くても油断は禁物。必

ず持って出かけましよう。

(散歩中の脱糞は飼育者が責任もって処理しましょう )

ニんな講座あります

講座名 開設 日 時 講師(敬称略)

囲碁
第 1・3水曜日

堀川 政 雄
13: OO~ 15: 00 

書道 第 1・3木曜日
長岡 方子10: OO~ 12: 00 

俳句
第 1・3土曜日

永松 勇9 : OO~ 12: 00 

茶の湯
第 2・4水曜日

高 以良綾子9 : 3 0~ 12: 00 

民踊
第 2・4木曜日

本 竹 良子10 : OO~ 11: 30 

詩吟 第 2・二44if十bL一曜曜iZH日且 杉田初次郎9 : 30 

生け花
第 2・

指方 クマ9 : 30~ 11: 30 

盆栽 第 3火曜日 今松里 清
13 : 30~ 15: 30 永辰二時
第 4土曜日

郷土史 13:30~ 15: 00 大村史談会

。守

何をたべてもおいしいものですが、やはり「運び

やすいものJI食べやすいもの」ガ便利です。ポ

ットに熱い飲みものを用意して、和風なら、おむ

すび、いなりずし、のりまき、漬物など。洋風な

ら、サンドイツチ、クッキー、サラダ、などがい

いですね。

、t'.1¥，，，;，1〆'/(

春になると¥若芽や若

葉がいっせいに顔を出

します。食べられる野

草も豊富なので、ピク

ニックの途中にぜ、ひ探

してみましょう。

|食べもの|

※犬の放し飼いはやめましょう



(6) b むおお川l川

第
?
回
大
村
市
婦
人

イ
ン
デ
ィ
戸
力
大
会

楽
し
く
競
技
し
な
が
ら
、
心
身
の

健
康
を
つ
く
る

「み
ん
な
の
ス
ポ
ー

ツ
」
婦
人
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
を
開

き
ま
す
。

期
日

3
月

μ
日
側
、
午
前
9
時
j

午
後
3
時

場
所

市
民
体
育
館

参
加
資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
中

学
生
以
上
の
女
性

チ
l
ム
編
成

1
チ
!
ム

4
人

(交

替
競
技
者
1
人
を
含
め
て
5
人
ま

で
参
加
で
き
ま
す
)

参
加
料

1
チ
ー
ム
5
0

0
円

申
込
期
限

3
月
日
日
働

申
込
方
法

は
が
き
に
チ
ー
ム
名
、

代
表
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
出
場

者
名
、
年
齢
を
書
い
て
、
大
村
市

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
愛
好
会
事
務

局

Q
T
附
幸
町
お
j
お
、
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

女
性
初

ω者
水
泳
教
室

期
間

3
月
国
目
的
1
4月
H
日
制

週
2
回
、
土

・
日
曜
日

時
間

午
後
2
時
1
4
時

場

所

勤

労
者
体
育
施
設
屋
内
プ
l

レ
対

象

団

歳
以
上
の
女
性

定

員

加

人

参
加
費

3

0
0

0
円

傷
害
保
険
加
入
金

3
0
0
円

受
付

3
月
4
日
開
j
ロ
日
附

申
込
方
法

直
接
、
教
育
委
員
会
体

育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
、
は
が
き
な
ど
で
の
申
し
込

み
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

{
疋
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
ま
す
。

t
rー
ド

ー
イ
寸
ーすJZ

 

第

4
回
市
長
杯
争
奪

職
場
・
職
域
対
抗

サ
ッ
カ
ー
大
会

皆
さ
ん
に
、
サ
ッ
カ
ー
に
親
ん
で

い
た
だ
く
年
一
回
の
「
大
村
市
民
サ

ッ
カ
ー
の
日
」
で
す
。

期
日

4
月
7
日
制

-
H
日
間

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
ほ
か

参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

お
よ
び
市
内
で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム
5
0
0
0
円

※
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

申
込
期
限

3
月
別
日
附

申
込
・
間
合
わ
せ
先

市
サ
ッ
カ
ー

協
会

中
γ
附
植
松
3
丁
目
的
、
宮

②
6
7
8
2
柴
田
)

ナ
イ
タ
ー
使
用
は

チ
ー
ム
の
登
録
ガω要

で
す

補
助
グ
ラ
ン
ド
、

郡
中
グ
ラ
ン
ド

お
よ
び
森
園
運
動
広
場
の
ナ
イ
タ
ー

使
用
を
希
望
さ
れ
る
チ
1
ム
は
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
登
録
し
て
い
る
チ
i

ム
も
再
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
内
容

責
任
者
、
保
証
人
2
人
、

チ
ー
ム
名
簿

ナ
イ
タ
ー
抽
選
日

5
日
リ
そ
の
月
の
同
日
1
月
末
分

初
日
H
翌
月
の
1
日
1
日
日
分

抽
選
場
所

市
役
所
第
7
会
議
室

抽
選
締
切
時
間

森
園
運
動
広
場
H

午
後
1
時

補
助
グ
ラ
ン
ド
H

午
後
2
時

郡
中
グ
ラ
ン
ド
日
午
後
4
時

受
付
・
間
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

※
抽
選
日
が
土

・
日
曜
日
お
よ
び
祭

日
の
と
き
は
翌
日
の
平
常
日
が
抽

選
日
と
な
り
ま
す
。

抽
選
目
前
日
ま
で
に
登
録
し
な
い

と
抽
選
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

第

8
田

市
民
駅
伝
大
会
成
績

一般
A

(η
チ
l
ム
)

袋
詰
体
育
振
興
会
、
安
房
肋
青

年
部
A
、
③
走
友
会

一般
B
(
お
チ
l
ム
)

①
日
普
連
本
部
管
理
中
隊
、
②
団

連
3
中
隊
、

③
団
連
2
中
隊

ロ
ー
ド
レ
l
ス

(1
位
の
み
)

o
小
学
生

ー
年
男
子
犬
束
耕
一
郎
(
西
大
村
)

女
子

武
内
裕
子
(
鈴
田
)

2
年
男
子
谷
野
幸
司
(
西
大
村
)

女
子

川
崎
恵
枝
(
富
の
原
)

3
年
男
子
池
田
辰
也
(
大
村
)

女
子

山
本
明
子
(
大
村
)

4
年
男
子
岩
下
悟
(放
虎
原
)

女
子
重
山
ま
み
(
富
の
原
)

5
年
男
子
高
以
良
直
人
(
大
村
)

女
子
中
山
康
子
(
富
の
原
)

6
年
男
子
大
岡
秀
充
(
西
大
村
)

女
子
外
尾
裕
子
(中
央
)

0
中
学
生
男
子
岩
坂
博
彦
(
玖
島
)

女
子
小
村
知
子
(
玖
島
)

O

一
般
女
子
森
そ
の
み

o
高
校
女
子
岡
山
道
子
(
大
高
)

図

書

館

宮
⑧

2
4
5
7

休

館

の

お

知

ら

せ

図
書
館

・
史
料
館
で
は
、
図
書

・

資
料
の
整
理
、
点
検
、
カ
ー
ド
目
録

の
整
理
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。
借

り
て
い
る
本
は
、
お
返
し
く
だ
さ
い
。

休
館
期
間

3
月
日
月
働

1
お
日
開

読
書
感
想
文
集

が
で
き
ま
し
た

秋
の
読
書
週
間
行
事
と
し
て
皆
さ

ん
か
ら
、
読
書
感
想
文

・
読
書
体
験

記
な
ど
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
作
品
を
編
集
し
て
文
集
を
作
成

し
ま
し
た
。

な
お
、
あ
わ
せ
て
大
村
市
児
童
読

書
感
想
発
表
大
会
の
発
表
者
の
原
稿

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
無
料
で
さ

し
あ
げ
ま
す
。

配
布
・
間
合
わ
せ
先

図
書
館

事ラIi涜おで章治 | 
務得穂の申告と鏑穂

高;32zzr:E羽
Jf一一せま が八一

※市納入物品関係指名申請書を受付中 (3月9日まで、提出先 :財政課用度係)
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コ-
2
2
2
4プ
イ

J

包
ン
タ
1

8
⑥
3
1
6
1
44
 定

員

初
家
族

内
容
つ
わ
ぶ
き
狩
り
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
官
険
の
森
、
キ
ャ
ン
ド
ル
フ

ア
イ
ヤ
ー
ほ
か

経
費

1
人
1
2
0
0
円
程
度

申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
続
柄
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
千
々
石
少
年
自
然
の
家
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

3
月
山
日
間
、
当
日
消

印
有
効

間
合
わ
せ
先

タ
1

九
州
の
古
代
文
化
を
知
る
上
で
も
重

要
な
富
の
原
遺
跡
発
見
の
音
主
我
に
つ

い
て
の
講
演
会
で
す
。

日
時

3
月
日
日
回
、
午
後
2
時
j

4
時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

演
題

カ
メ
棺
文
化
と
富
の
原
遺
跡

講
師

文
学
博
士
森
貞
次
郎
先

生
(
九
州
産
業
大
学
教
授
)

一犠
打
7

一議
一

一O
一

一

O
一

ヴ

多 JY

員Z
を L
霧象
第 て
出掛品説主主弘一、叫ci

大

村

少

年

合

唱

団

対
象

小
学
3
年
生
i
高
校
生
で
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

保
護
者
が
同
伴
し
、
大

村
少
年
合
唱
団
育
成
会
(
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)
へ
毎
週
土

曜
日
の
午
後
2
時
j
4
時
ま
で
の

聞
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

間
合
わ
せ
先

宮
⑤
7
7
8
0
(角
谷
)

家

族

の

宿
泊
生
活
と
野
外
活
動
を
通
し
て

家
族
内
の
対
話
と
心
の
交
流
を
深
く

し
、
他
の
家
族
と
の
親
睦
を
図
る
目

的
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日

3
月
お
日
∞
l
M
日
制

場
所

県
立
千
々
石
少
年
自
然
の
家

Q
T
制
1

似
南
高
来
郡
千
々
石
町
釜

免
場
乙
1
4
9
0
1
4
、
宮
千
々

古

代

史

講

演

会

石
2
7
6
9
)

日
球
々
口
本
し
か
発
見
さ
れ
て
い

対
象

保
育
園
児
以
上
と
そ
の
親

な

い

鉄

支
が
3
本
も
出
土
す
る
な
ど
、

凪
明ω
ω骨
Z曹
a
g
冊@
紛蜘
3
冊器
棚@
俄岬@
a
g
管
制明器
棚
Z
管
制柑@削
柵ゆ
a
g
柵
Z
骨ω
az
冊目
柵ω
句者
納骨
Z
哲
朗静思
曽
義
@ω
智
晶

Z智
ω哲
例者
ω棉@
@掛@
a
g
冊@
ω管
制
菅
島
忠
誉
総
忠
明
出
掛
Z
岬ω
a

z
柵@
袋
詰
棉宮
崎S

あなだも、いっしょにいかガですか。

æ~臼昌吉田守3す
1JJ9J青少J年ホーム E⑧ 1555 

むおお市政だより(7) 

つ
ど

、、Elν 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

4月-9月(週 l回、月 4回)

午後6時307ト 8時扮

市内に住んでいる人、または勤めている人で30

歳末満の勤労青少年

受謝ヰ 無料(教材費は実費)

申込期限 3月23日仕)

申込・間合わせ先 勤労青少年ホーム

※午後 1時-9時の間に申し込んでください。

申し込みと同時に、 災害南償保険に加入してくだ

さい的日入金290円)

網

棚

撒

曜日 講座名 疋--.貝= 講師(敬称略)備考

月 米ヰ 理 Al25人 山口 貞子

開
火 生 ィι25人 石 渡 道子 安達流

設
書道お よび

25人 田口 玲子
水 ペン習字

講
きも の着 付 25人井芹やす子

キヰ 理 BI25人 =井 泰子

座
木

茶 道 20人 野村 民 江

金 アートフラワー 25人 中瀬三年子

，~吋U吋寸

展示発表 9日 午後 2時-8時30分 ; 

10日午前 9時~午後4時 i 
生花、書道ぺン習字、アートフラワ-j
紙粘土、英会話、孔版(ガリ版

舞台発表 9日 午後6時30分-8時30分 ! 
きもの着付、バンド演奏 ; 

10日午後 1時30分-3時 i 
バンド演奏 ; 

:勤労青少年ホームまつυ
3月9日凶~10日(日)・福祉センター

勤労青少年ホームを定例的に利用している講座

やグル ーフ。が、 日頃の活動の成果を発表し ます。

皆さんのおいてをお待ちしています。

バザー 10日軽食コーナー

(3月30日まで、提出先 :管財課監理係)※建設工事関係指名願を受付中
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応太ちゃん

おお川川川酬川H川川川川11川11川11川川川川川1111川t山川川11川川11川川川11川H川 川1川川H川 1111川H川川111川 附 川 川 川 昭不和口60年 3 月1 日川川111川川11山川川川t“11川川11川川1“川11川山川川川川11川川11川t“l

大
村
市
排
水
設
備
工
事

指
定
業
者
を
受
け
付
け

市
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
に
関

す
る
規
則
に
従
っ
て
、
継
続
お
よ
び

新
規
指
定
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

期
間

3
月
1
日
@
1日
日
倒

場
所

下
水
道
業
務
課

間
合
わ
せ
先

下
水
道
業
務
課
管
理

係
諌
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校
の

生

徒

を

募

集

働
き
な
が
ら
専
門
の
知
識

・
技
能

を
習
得
し
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
に

訓
練
を
行
い
ま
す
。
年
齢
の
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

募
隼
蒋
目
・
人
員

・
建
設
科
1
日
人
(
鉄
筋
ゴ
ン
ク
リ

ー
ト
く
体
工
事
の
型
枠
工
作
に

お
け
る
技
能
の
勉
強
)

・
建
築
科
1
叩
人
(
木
浩
建
築
に
お

け
る
技
能
の
勉
強
)

(熊

-
板
金
科
l
m人

(建
築
板
金
に
お

け
る
技
能
の
勉
強
)

・
建
築
製
図
科

l
m
人
(
建
築
物
の

製
図
、
簡
単
な
設
計
の
勉
強
)

・
洋
服
科
l
m人
(
男
子
服
の
製
図
、

裁
断
な
ど
の
技
能
の
勉
強
)

修
業
年
限

2
年

申
込
期
限

3
月
紅
白
附

申
込
・
間
合
わ
せ
先

諌
早
犬
村
高
等
職
業
訓
裡
松
(
〒

制
諌
阜
市
宇
都
町

n
i花
、
県
立

諌
早
技
能
会
館
内
、

宮
諌
早
②
0

0
3
6
J
 

※
各
職
場
、
事
業
所
を
通
じ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
村
建
設
授
術
専
門
学
院
の

生

徒

を

募

集

専
盟
孟
剛

建
築
製
図
科
l
夜
間
2

年
(
週
2
日
)

土
木
科

1
夜
間
1
年
(
週
3
日
)

高
等
掌
蔀

建
築
科

・
左
官
科
1
昏一

間
2
年
(
毎
週
土
曜
日
)

特
典
・

2
級
建
築
士
、
木
造
建
築
士
、

職
業
訓
練
指
導
員
の
受
験
資
格
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。

・
技
能
士
補
の
資
格
が
と
れ
、
技
能

検
定
2
級
を
受
験
す
る
と
き
は
、

学
科
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
県
の
奨
学
資
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
建
設
技
術
専
門
学
院

(宮
③
8
3
8
5
)

/ヘ、

、>-' 

大
村
市
連
合
婦
人
会
の

作
品
展
・
生
活
展
・
即
売
会

を

開

き

ま

す

日
頃
の
学
習
活
動
の
作
品
展
・
生

活
展
お
よ
び
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
即
売
会
を

開
き
ま
す
。
多
数
、
ご
来
場
く
だ
さ

日
時

3
月
日
日

ω、
午
前
日
時
1

午
後
4
時

場
所

市
民
会
館

※
愛
の
献
血
運
動
を
図
書
館
側
の
駐

車
場
で
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冷
凍
士
受
験
の
た
め
の

介

助

講

座

を

開

設

対
象

3
種
冷
凍
土
の
受
験
を
希
望

し
て
い
る
人
で
、
性
別
は
聞
い
ま

せ
ん
。

受
講
料

無
料

(テ
キ
ス
ト
代
は
実

費
)

申
込
期
限

3
月
日
日
制

申
込

・
間
合
わ
せ
先

前
大
村
工
業
高
校
教
諭

・
直
塚
隆

(宮
②
6
3
6
7
)

週
1
回

(
2
1
3
時
間
)

講
座
日

マママ 社 マ福
末母松延原 会 ー 松 祉
永 梶 鵜 次 回 福 )尾 基
ミ山茂郎伸 祉 3正金
y ミ ー 協 万昭 へ
(ス赤金郎 議 円 (
陰ヱ佐一(会 今
平 ) 古 封 協 へ 村
郷 20町和郷

万 ・ 町
亡円亡・ 亡
夫叔亡 父

した X 宋

ママママ
ママ 板荘出ュ本ヘ回

大赤花荘橋へ口ぺ蓮み中
村*満へ養カウ l寺か雅
子 i青 11 20鶏 1) タ パ 11 ん弘
供春慈 kQ場フ------，)惑 30______ 
の工恵ヨ 11 ラ 小 100恵 kQ荒
家本荘泉冷ワ路箱荘 u 平
へ 町 へ の 凍 | 口 へ 町
1二花里卵 21町 テ ) 
万丁 10へを kQ'----' イ 慈

/姉帯 f ヘ(/)日泉主在円目束 40並並 士
~ 3 お奉木仕 11 タ 里)のへ 年'----' • kg恵惹シ霊

〈
香
典
返
し
〉
敬
称
略

ノ
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